
(57)【要約】

【課題】初心者であっても、簡単にロープの接続が行え

るロープ接続方法及びその方法に適した案内冶具の提供

を目的とする。

【解決手段】ストランド取り除き跡溝７、７Ａを形成し

た第一ロープ１と切り残しストランド８、８Ａを形成し

た第二ロープ４の突き合わせ部分外周に、ストランド取

り除き跡溝７、７Ａに切り残しストランド８、８Ａを案

内する案内冶具９を嵌合させた後、案内冶具９を回転さ

せることで、第一ロープ１と第二ロープ４を接続する。

該案内冶具９を、前記両ロープ１、４の突き合った部分

の外周を挟持する本体外郭部１０を設け、該本体外郭部

１０に、ストランド取り除き跡溝７、７Ａに嵌合する嵌

合突起部１１と切り残しストランド８、８Ａをストラン

ド取り除き跡溝に導き入れる導入部１２を設ける構成と

する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 一 芯 綱 及 び こ の 第 一 芯 綱 の 周 り に 捩 り 合 わ せ た 複 数 の 第 一 ス ト ラ ン ド か ら な る 第 一 ロ ー
プ と 、 第 二 芯 綱 及 び こ の 第 二 芯 綱 の 周 り に 捩 り 合 わ せ た 複 数 の 第 二 ス ト ラ ン ド か ら な る 第
二 ロ ー プ と を 互 い に 接 続 す る た め に 、
前 記 第 一 ロ ー プ の 端 部 に お け る 前 記 複 数 の 第 一 ス ト ラ ン ド の う ち 一 部 の 第 一 ス ト ラ ン ド を
所 定 長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 前 記 第 一 ロ ー プ の 端 部 外 周 に ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡
溝 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 二 ロ ー プ の 端 部 に お け る 複 数 の 第 二 ス ト ラ ン ド の う ち 一 部 の 第 二 ス ト ラ ン ド を 残 し
て 他 の 第 二 ス ト ラ ン ド 及 び 前 記 第 二 芯 綱 を 所 定 長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 切 り 残 し
ス ト ラ ン ド を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 が 形 成 さ れ た 前 記 第 一 ロ ー プ の 端 面 に 、 前 記 切 り 残 し ス ト ラ
ン ド が 形 成 さ れ た 前 記 第 二 ロ ー プ の 端 面 を 突 き 合 わ せ た 後 、 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝
に 前 記 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 巻 き 付 け る 工 程 を 、 少 な く と も 具 備 し て な る ロ ー プ 接 続 方 法
に お い て 、
前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 が 形 成 さ れ た 前 記 第 一 ロ ー プ の 端 面 と 前 記 切 り 残 し ス ト ラ ン
ド が 形 成 さ れ た 前 記 第 二 ロ ー プ の 端 面 の 突 き 合 わ せ 部 分 の 外 周 に 、 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除
き 跡 溝 に 前 記 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 案 内 す る 案 内 冶 具 を 嵌 合 さ せ た 後 、 こ の 案 内 冶 具 を 回
転 さ せ る こ と で 、 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 前 記 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 巻 き 付 け る こ
と に よ っ て 、 前 記 第 一 ロ ー プ と 前 記 第 二 ロ ー プ を 接 続 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ロ
ー プ 接 続 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
第 一 芯 綱 及 び こ の 第 一 芯 綱 の 周 り に 捩 り 合 わ せ た 複 数 の 第 一 ス ト ラ ン ド か ら な る 第 一 ロ ー
プ の 端 面 と 、 第 二 芯 綱 及 び こ の 第 二 芯 綱 の 周 り に 捩 り 合 わ せ た 複 数 の 第 二 ス ト ラ ン ド か ら
な る 第 二 ロ ー プ の 端 面 が 突 き 合 っ た 状 態 で そ の 突 き 合 っ た 部 分 外 周 を 挟 持 す る 本 体 外 郭 部
と 、 こ の 本 体 外 郭 部 に 一 体 的 に 設 け ら れ 、 前 記 第 一 ロ ー プ の 端 部 に お け る 前 記 複 数 の 第 一
ス ト ラ ン ド の う ち 一 部 の 第 一 ス ト ラ ン ド を 所 定 長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 前 記 第 一
ロ ー プ の 端 部 外 周 に 形 成 さ れ る ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 嵌 合 す る 嵌 合 突 起 部 と 、 前 記 本
体 外 郭 部 に 一 体 的 に 設 け ら れ 、 前 記 第 二 ロ ー プ の 端 部 に お け る 複 数 の 第 二 ス ト ラ ン ド の う
ち 一 部 の 第 二 ス ト ラ ン ド を 残 し て 他 の 第 二 ス ト ラ ン ド 及 び 前 記 第 二 芯 綱 を 所 定 長 さ だ け 切
断 し て 取 り 除 く こ と で 形 成 さ れ る 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 導
き 入 れ る 導 入 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 案 内 冶 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 本 体 外 郭 部 を 二 つ の 半 円 筒 体 か ら 構 成 し 、 こ れ ら 両 半 円 筒 体 の 一 端 側 を 回 動 連 結 部 材
で 回 転 可 能 に 接 続 し 、 か つ 、 前 記 両 半 円 筒 体 の 他 端 側 を 取 り 外 し 自 在 な 締 結 部 材 で 締 結 す
る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 案 内 冶 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 半 円 筒 体 の 一 端 側 の 内 面 に 、 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 嵌 合 す る 嵌 合 突 起 部 を 設
け 、 か つ 、 前 記 半 円 筒 体 の 他 端 側 に 、 前 記 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き
跡 溝 に 導 き 入 れ る 導 入 部 と な る 切 り 欠 き を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 案 内 冶
具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ロ ー プ 接 続 方 法 及 び そ の 接 続 方 法 に 用 い ら れ る 案 内 冶 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 例 え ば 、 エ レ ベ ー タ ー の 分 野 で は 、 ワ イ ヤ な ど か ら な る 主 ロ ー プ な ど の ロ ー プ 交
換 作 業 を す る 際 、 既 設 ロ ー プ の 一 端 を 巻 き 取 り ド ラ ム に 、 か つ 、 既 設 ロ ー プ の 他 端 を 新 設
ロ ー プ の 端 部 に 、 そ れ ぞ れ 接 続 し た 後 、 既 設 ロ ー プ を 巻 き 取 り ド ラ ム で 巻 き 取 る こ と に よ
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り 、 既 設 ロ ー プ を 新 設 ロ ー プ に 交 換 す る よ う に し て い た 。 こ の 交 換 作 業 の 場 合 、 エ レ ベ ー
タ ー の 綱 車 か ら ロ ー プ が 外 れ な い よ う に そ の 綱 車 に 設 け た ロ ー プ 外 れ 止 め と 綱 車 と の 間 を
、 既 設 ロ ー プ と 新 設 ロ ー プ と の 接 続 部 分 が 通 過 で き る よ う に す る た め に は 、 新 設 ロ ー プ の
太 さ （ 直 径 ） を 既 設 ロ ー プ の 太 さ （ 直 径 ） と 同 じ く し 、 か つ 、 既 設 ロ ー プ と 新 設 ロ ー プ と
の 接 続 部 分 の 太 さ を 既 設 ロ ー プ の 太 さ （ 直 径 ） と 略 同 じ く す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 従 来 、 既 設 ロ ー プ と 新 設 ロ ー プ と の 接 続 部 分 の 太 さ が 既 設 ロ ー プ の 太 さ （ 直 径 ）
と 略 同 じ く す る た め に 、 既 設 ロ ー プ の 端 部 に お け る 複 数 の ス ト ラ ン ド の う ち 二 本 の ス ト ラ
ン ド を 所 定 長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 既 設 ロ ー プ の 端 部 外 周 に ス ト ラ ン ド 取 り 除 き
跡 溝 を 形 成 す る と と も に 、 新 設 ロ ー プ の 端 部 に お け る 複 数 の ス ト ラ ン ド の う ち 二 本 の ス ト
ラ ン ド を 残 し て 他 の ス ト ラ ン ド 及 び 芯 綱 を 所 定 長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 切 り 残 し
ス ト ラ ン ド を 形 成 し て 、 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 前 記 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 巻 き 付
け る よ う に し た ロ ー プ 接 続 方 法 が 知 ら れ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ４ － ３ ２ ７ ４ ８ ３ 号 公 報 （ ３ 頁 左 段 ５ 行 ～ ３ 頁 左 段 １ ８ 行 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 特 開 平 ４ － ３ ２ ７ ４ ８ ３ 号 公 報 に 記 載 し た 従 来 の ロ ー プ 接 続 方 法 に よ れ ば 、 ス ト ラ ン
ド が 鋼 製 の 細 い 素 線 を 多 数 撚 り 合 わ せ る こ と で 作 ら れ て い る た め に 、 芯 綱 の 周 り に 捩 り 合
わ せ た 複 数 の ス ト ラ ン ド の う ち 一 部 の ス ト ラ ン ド を 残 し て 他 の ス ト ラ ン ド 及 び 芯 綱 を 所 定
長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 形 成 し た 場 合 、 そ の 切 り 残 し ス ト
ラ ン ド に 捩 れ の 癖 が つ い て い る の で 、 既 設 ロ ー プ に 新 設 ロ ー プ の 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 巻
き 付 け る に は 、 既 設 ロ ー プ 及 び 新 設 ロ ー プ が 捩 れ な い よ う に 、 そ の 両 ロ ー プ を 手 で 押 さ え
な が ら 、 既 設 ロ ー プ の ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 新 設 ロ ー プ の 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 徐 々
に 巻 き 込 む 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ の た め に 、 上 記 従 来 の ロ ー プ 接 続 方 法 で は 、 両 ロ ー プ を 押 さ え る 人 と ス ト ラ ン ド 取 り 除
き 跡 溝 に 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 巻 き 込 む 人 の 、 少 な く と も 二 人 の 作 業 者 が 必 要 で あ る と と
も に 、 そ の ロ ー プ 接 続 方 法 に 熟 練 し て い な い と 円 滑 に ロ ー プ 接 続 作 業 を 行 う こ と が で き ず
、 そ の ロ ー プ 接 続 作 業 の 時 間 が 長 く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 第 一 目 的 は 、 上 記 問 題 点 に 対 処 し て 、 ロ ー プ 接 続 作 業 に 熟 練 し て い な い 初 心 者 で
あ っ て も 、 ロ ー プ 接 続 作 業 を 簡 単 に 行 う こ と を 可 能 に す る ロ ー プ 接 続 方 法 を 提 供 す る に あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 第 二 目 的 は 、 上 記 第 一 目 的 を 達 成 す る ロ ー プ 接 続 方 法 に 適 し て い る 構 造 簡 単 な 案
内 冶 具 を 提 供 す る に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 第 一 目 的 は 、 　 第 一 芯 綱 及 び こ の 第 一 芯 綱 の 周 り に 捩 り 合 わ せ た 複 数 の 第 一 ス ト ラ ン
ド か ら な る 第 一 ロ ー プ と 、 第 二 芯 綱 及 び こ の 第 二 芯 綱 の 周 り に 捩 り 合 わ せ た 複 数 の 第 二 ス
ト ラ ン ド か ら な る 第 二 ロ ー プ と を 互 い に 接 続 す る た め に 、 前 記 第 一 ロ ー プ の 端 部 に お け る
前 記 複 数 の 第 一 ス ト ラ ン ド の う ち 一 部 の 第 一 ス ト ラ ン ド を 所 定 長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く
こ と で 前 記 第 一 ロ ー プ の 端 部 外 周 に ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 二
ロ ー プ の 端 部 に お け る 複 数 の 第 二 ス ト ラ ン ド の う ち 一 部 の 第 二 ス ト ラ ン ド を 残 し て 他 の 第
二 ス ト ラ ン ド 及 び 前 記 第 二 芯 綱 を 所 定 長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 切 り 残 し ス ト ラ ン
ド を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 が 形 成 さ れ た 前 記 第 一 ロ ー プ の 端 面 に
、 前 記 切 り 残 し ス ト ラ ン ド が 形 成 さ れ た 前 記 第 二 ロ ー プ の 端 面 を 突 き 合 わ せ た 後 、 前 記 ス
ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 前 記 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 巻 き 付 け る 工 程 を 、 少 な く と も 具 備 し
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て な る ロ ー プ 接 続 方 法 に お い て 、 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 が 形 成 さ れ た 前 記 第 一 ロ ー
プ の 端 面 と 前 記 切 り 残 し ス ト ラ ン ド が 形 成 さ れ た 前 記 第 二 ロ ー プ の 端 面 の 突 き 合 わ せ 部 分
の 外 周 に 、 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 前 記 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 案 内 す る 案 内 冶 具 を
嵌 合 さ せ た 後 、 こ の 案 内 冶 具 を 回 転 さ せ る こ と で 、 前 記 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 前 記 切
り 残 し ス ト ラ ン ド を 巻 き 付 け る こ と に よ っ て 、 前 記 第 一 ロ ー プ と 前 記 第 二 ロ ー プ を 接 続 す
る よ う に し て な る ロ ー プ 接 続 方 法 に よ り 、 達 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
か か る ロ ー プ 接 続 方 法 に よ れ ば 、 第 一 ロ ー プ と 第 二 ロ ー プ の 突 き 合 わ せ 部 分 は 、 案 内 冶 具
に よ り 押 さ え ら れ て お り 、 か つ 、 そ の 案 内 冶 具 を 回 転 さ せ る こ と で 、 切 り 残 し ス ト ラ ン ド
に 捩 れ の 癖 が つ い て い て も 、 そ の 切 り 残 し ス ト ラ ン ド が ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 、 自 動
的 に 巻 き 込 ま れ る の で 、 ロ ー プ 接 続 作 業 の 初 心 者 一 人 で あ っ て も 、 簡 単 に 第 一 ロ ー プ と 第
二 ロ ー プ の 接 続 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 上 記 第 二 目 的 は 、 第 一 芯 綱 及 び こ の 第 一 芯 綱 の 周 り に 捩 り 合 わ せ た 複 数 の 第 一 ス
ト ラ ン ド か ら な る 第 一 ロ ー プ の 端 面 と 、 第 二 芯 綱 及 び こ の 第 二 芯 綱 の 周 り に 捩 り 合 わ せ た
複 数 の 第 二 ス ト ラ ン ド か ら な る 第 二 ロ ー プ の 端 面 が 突 き 合 っ た 状 態 で そ の 突 き 合 っ た 部 分
外 周 を 挟 持 す る 本 体 外 郭 部 と 、 こ の 本 体 外 郭 部 に 一 体 的 に 設 け ら れ 、 前 記 第 一 ロ ー プ の 端
部 に お け る 前 記 複 数 の 第 一 ス ト ラ ン ド の う ち 一 部 の 第 一 ス ト ラ ン ド を 所 定 長 さ だ け 切 断 し
て 取 り 除 く こ と で 前 記 第 一 ロ ー プ の 端 部 外 周 に 形 成 さ れ る ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 嵌 合
す る 嵌 合 突 起 部 と 、 前 記 本 体 外 郭 部 に 一 体 的 に 設 け ら れ 、 前 記 第 二 ロ ー プ の 端 部 に お け る
複 数 の 第 二 ス ト ラ ン ド の う ち 一 部 の 第 二 ス ト ラ ン ド を 残 し て 他 の 第 二 ス ト ラ ン ド 及 び 前 記
第 二 芯 綱 を 所 定 長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 形 成 さ れ る 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 前 記 ス
ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 導 き 入 れ る 導 入 部 と か ら な る 構 成 の 案 内 冶 具 と す る こ と に よ り 、
達 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
か か る 構 成 の 案 内 冶 具 に よ れ ば 、 両 ロ ー プ の 突 き 合 っ た 部 分 の 外 周 を 挟 持 す る 本 体 外 郭 部
に 、 嵌 合 突 起 部 と 導 入 部 を 設 け る と い う き わ め て 簡 単 な 構 成 で あ っ て 、 嵩 張 る こ と な く 、
取 扱 性 及 び 保 管 性 が 優 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 ， 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 、 図 １ か ら 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
既 設 ロ ー プ と な る 第 一 ロ ー プ １ は 、 図 １ 及 び 図 ２ 示 す よ う に 、 第 一 芯 綱 ２ 及 び こ の 第 一 芯
綱 ２ の 周 り に 捩 り 合 わ せ た ８ 本 の 第 一 ス ト ラ ン ド ３ か ら な っ て い る 。
新 設 ロ ー プ と な る 第 二 ロ ー プ ４ は 、 図 １ 及 び 図 ２ 示 す よ う に 、 第 二 芯 綱 及 ５ 及 び こ の 第 二
芯 綱 ５ の 周 り に 捩 り 合 わ せ た ８ 本 の 第 二 ス ト ラ ン ド ６ か ら な っ て い る 。 第 二 ロ ー プ ４ の 太
さ （ 直 径 ） は 、 第 一 ロ ー プ １ の 太 さ （ 直 径 ） と 同 一 と し て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 一 ロ ー プ １ の 端 部 外 周 に は 、 図 １ 及 び 図 ２ 示 す よ う に 、 第 一 ロ ー プ １ の 端 部 に お け る ８
本 の 第 一 ス ト ラ ン ド ３ の う ち 、 対 向 す る ２ 本 の 第 一 ス ト ラ ン ド ３ を 所 定 長 さ だ け 切 断 し て
取 り 除 く こ と で 第 一 ロ ー プ １ の 端 部 外 周 に 湾 曲 状 の 対 向 す る ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、
７ Ａ が ２ 本 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 二 ロ ー プ ４ の 端 部 に は 、 図 １ 及 び 図 ２ 示 す よ う に 、 第 二 ロ ー プ ４ に お け る ８ 本 の 第 二 ス
ト ラ ン ド ６ の う ち 、 対 向 す る ２ 本 の 第 二 ス ト ラ ン ド ６ を 残 し て 他 の ６ 本 の 第 二 ス ト ラ ン ド
６ 及 び 第 二 芯 綱 ５ を 所 定 長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 、 対 向 す る 切 り 残 し ス ト ラ ン ド
８ 、 ８ Ａ が ２ 本 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ が 形 成 さ れ た 第 一 ロ ー プ １ の 端 面 に 、 切 り 残 し ス ト ラ ン
ド ８ 、 ８ Ａ が 形 成 さ れ た 第 二 ロ ー プ ４ の 端 面 を 突 き 合 わ せ た 後 、 そ の 突 き 合 わ せ 部 分 の 全
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外 周 に は 、 図 ２ 示 す よ う に 、 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ に 切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、
８ Ａ を 案 内 す る 案 内 冶 具 ９ を 嵌 合 さ せ る 。 そ の 後 、 そ の 案 内 冶 具 ９ を 回 転 さ せ る こ と で 、
ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ に 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 巻 き 付 け る こ と に よ り 、 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 案 内 冶 具 ９ は 、 図 １ 及 び 図 ４ 示 す よ う に 、 　 第 一 ロ ー プ １ の 端 面 と 第 二 ロ ー プ ４ の 端
面 が 突 き 合 っ た 状 態 で そ の 突 き 合 っ た 部 分 外 周 を 挟 持 す る 鋼 材 製 の 本 体 外 郭 部 １ ０ と 、 こ
の 本 体 外 郭 部 １ ０ に 一 体 的 に 設 け ら れ て 第 一 ロ ー プ １ の 端 面 外 周 に 形 成 さ れ た ス ト ラ ン ド
取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ に 嵌 合 す る 嵌 合 突 起 部 １ １ と 、 本 体 外 郭 部 １ ０ に 一 体 的 に 設 け ら れ て
切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ を ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ に 導 き 入 れ る 導 入 部 １ ２ と
か ら な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 体 外 郭 部 １ ０ は 、 図 ３ 及 び 図 ４ 示 す よ う に 、 二 つ の 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ か ら な る 。 こ れ
ら 両 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の 一 端 側 は 、 蝶 番 か ら な る 回 動 連 結 部 材 １ ５ で 回 転 可 能 に 連 結 す
る 。 両 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の 他 端 側 に は 、 そ れ ぞ れ フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ を 一 体 的 に
設 け 、 そ の フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ を 一 本 の ボ ル ト か ら な る 締 結 部 材 １ ６ で 締 結 す る こ
と で 、 リ ン グ 状 の 空 間 １ ０ Ａ が 形 成 さ れ る 。 空 間 １ ０ Ａ の 大 き さ は 、 フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、
１ ４ Ａ を 締 結 部 材 １ ６ で 締 結 さ れ た 際 、 第 一 ロ ー プ １ と 第 二 ロ ー プ ４ の 突 き 合 わ せ 部 分 の
全 外 周 が フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ で 挟 持 さ れ る よ う な 大 き さ と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
両 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の 一 端 側 の 内 面 に は 、 図 ３ 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ 嵌 合 突 起 部 １ １ が
設 け ら れ る 。 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の 半 円 筒 体 の 他 端 側 に は 、 そ れ ぞ れ 導 入 部 １ ２ と な る 湾
曲 状 の 切 り 欠 き １ ２ Ａ が 設 け ら れ る 。 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の 外 周 面 に は 、 図 ３ 示 す よ う に
、 そ れ ぞ れ 導 入 部 １ ２ と な る 湾 曲 状 の 切 り 欠 き １ ２ Ａ に 連 な る 湾 曲 状 の 案 内 溝 １ ２ Ｂ が 設
け ら れ る 。 切 り 欠 き １ ２ Ａ と こ の 切 り 欠 き １ ２ Ａ に 連 な る 案 内 溝 １ ２ Ｂ に よ っ て 形 成 さ せ
る 湾 曲 形 状 は 、 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ に 沿 う よ う な 形 状 に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 上 記 構 成 の 案 内 冶 具 ９ を 用 い た 第 一 ロ ー プ １ と 第 二 ロ ー プ ４ と の 接 続 方 法 に よ る 作
業 手 順 の 一 例 を 、 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま ず 、 始 め に 、 図 ５ の ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 第 一 ロ ー プ １ の 端 部 に お け る 前 記 複 数 の 第
一 ス ト ラ ン ド ３ の う ち 一 部 の 第 一 ス ト ラ ン ド ３ を 所 定 長 さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 第
一 ロ ー プ １ の 端 部 外 周 に ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 図 ５ の ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 第 二 ロ ー プ ４ の 端 部 に お け る 複 数 の 第 二 ス ト ラ ン ド
６ の う ち 一 部 の 第 二 ス ト ラ ン ド ６ を 残 し て 他 の 第 二 ス ト ラ ン ド ６ 及 び 第 二 芯 綱 ５ を 所 定 長
さ だ け 切 断 し て 取 り 除 く こ と で 切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 図 ５ の ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ が 形 成 さ れ た 第 一
ロ ー プ １ の 端 面 に 、 切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ が 形 成 さ れ た 第 二 ロ ー プ ４ の 端 面 を 突 き
合 わ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 図 ５ の ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 第 一 ロ ー プ １ の 端 面 と 第 二 ロ ー プ ４ の 端 面 を 突 き 合
わ せ た な ら ば 、 第 一 ロ ー プ １ の ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ に 案 内 冶 具 ９ の 嵌 合 突 起
部 １ １ が 嵌 合 し た 状 態 と な る よ う に 、 案 内 冶 具 ９ の 半 円 筒 体 １ ４ を そ の 第 一 ロ ー プ １ と 第
二 ロ ー プ ４ の 突 き 合 わ せ 部 分 の 下 側 に あ て が い 、 か つ 、 案 内 冶 具 ９ の 半 円 筒 体 １ ３ を そ の
第 一 ロ ー プ １ と 第 二 ロ ー プ ４ の 突 き 合 わ せ 部 分 の 上 側 に 案 内 冶 具 ９ の 半 円 筒 体 １ ３ を 被 せ
、 し か も 、 案 内 冶 具 ９ の 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ に 設 け た 導 入 部 １ ２ と な る 切 り 欠 き １ ２ Ａ に
切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ を 係 合 さ せ た 後 、 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、
１ ４ Ａ を 締 結 部 材 １ ６ で 締 結 す る こ と で 、 案 内 冶 具 ９ を 第 一 ロ ー プ １ と 第 二 ロ ー プ ４ に 取
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り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 図 ５ の ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 案 内 冶 具 ９ の フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ を 握 っ て 案
内 冶 具 ９ を 回 転 さ せ て 第 一 ロ ー プ １ の ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ に 沿 っ て 案 内 冶 具
９ の 嵌 合 突 起 部 １ １ を 移 動 さ せ る こ と で 、 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ に 切 り 残 し ス
ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ を 巻 き 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
最 後 に 、 図 ５ の ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 工 程 終 了 後 、 締 結 部 材 １ ６ を 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４
の フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ か ら 取 り 除 き 、 回 動 連 結 部 材 １ ５ を 回 転 軸 と し て 半 円 筒 体 １
４ を 上 方 に 回 転 さ せ る こ と で 、 案 内 冶 具 ９ を 第 一 ロ ー プ １ と 第 二 ロ ー プ ４ の 突 き 合 わ せ 部
分 か ら 取 り 除 く こ と に よ り 、 ロ ー プ 接 続 作 業 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 接 続 方 法 に よ る 作 業 手 順 に お い て 、 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ を 形 成 す る 作 業
を 、 切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ を 形 成 す る 作 業 よ り 先 に 行 っ て い る が 、 切 り 残 し ス ト ラ
ン ド ８ 、 ８ Ａ を 形 成 す る 作 業 を 、 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ を 形 成 す る 作 業 よ り 先
に 行 っ て も よ い 。 ま た 、 第 一 ロ ー プ １ の 端 面 と 第 二 ロ ー プ ４ の 端 面 を 突 き 合 わ せ る 際 、 ス
ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ の 入 口 位 置 と 切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ の 位 置 と を 、 極
力 一 致 さ せ る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 案 内 冶 具 ９ を 第 一 ロ ー プ １ と 第 二 ロ ー プ
４ に 取 り 付 け る 際 に 、 第 一 ロ ー プ １ の 端 面 の ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ の 入 口 位 置
と 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 湾 曲 状 の 切 り 欠 き １ ２ Ａ の 位 置 と を 、 極 力 一
致 さ せ る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 接 続 方 法 に よ れ ば 、 案 内 冶 具 ９ を 回 転 さ せ る こ と で 、 第 一 ロ ー プ １ の 端 面 の ス ト ラ ン
ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ に 沿 っ て 切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ を 嵌 め 込 ま せ る こ と が で き
、 初 心 者 で も 、 第 一 ロ ー プ １ と 第 二 ロ ー プ ４ の 接 続 作 業 を 、 難 な く 短 時 間 で 行 う こ と が で
き る 。 そ の 場 合 、 第 一 ロ ー プ １ と 第 二 ロ ー プ ４ の 突 き 合 わ せ 部 分 は 、 案 内 冶 具 ９ に よ り 押
さ え ら れ 、 か つ 、 切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ が 案 内 冶 具 ９ に よ り 、 自 動 的 に 、 ス ト ラ ン
ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ に 案 内 さ れ る の で 、 一 人 作 業 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 本 実 施 形 態 の 案 内 冶 具 ９ は 、 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ か ら な る 本 体 外 郭 部 １ ０ を 設 け 、 こ
の 本 体 外 郭 部 １ ０ に 嵌 合 突 起 部 １ １ 及 び 切 り 欠 き １ ２ Ａ か ら な る 導 入 部 １ ２ を 設 け る と い
う 極 め て 簡 単 な 構 成 で あ っ て 、 嵩 張 る こ と な く 、 し か も 、 連 結 さ れ た 二 個 の 半 円 筒 体 １ ３
、 １ ４ と 締 結 部 材 １ ６ だ け の 部 品 点 数 で あ る の で 、 取 り 扱 い や す い と と も に 、 保 管 し や す
い も の で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 案 内 冶 具 ９ を 回 転 さ せ る 場 合 に は 、 フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ
、 １ ４ Ａ を 握 っ て そ の フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ を 第 一 ロ ー プ １ の 外 周 に 沿 っ て 回 転 さ せ
れ ば 、 案 内 冶 具 ９ を 簡 単 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 第 一 ロ ー プ １ と 第 二 ロ ー プ ４
の 突 き 合 わ せ 部 分 へ の 案 内 冶 具 ９ の 取 り 付 け は 、 両 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の フ ラ ン ジ 部 １ ３
Ａ 、 １ ４ Ａ を 一 本 の ボ ル ト か ら な る 締 結 部 材 １ ６ に よ っ て 締 結 す る こ と で 、 か つ 、 第 一 ロ
ー プ １ と 第 二 ロ ー プ ４ の 突 き 合 わ せ 部 分 か ら の 案 内 冶 具 ９ の 取 り 外 し は 、 両 半 円 筒 体 １ ３
、 １ ４ の フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ か ら 締 結 部 材 １ ６ を 取 り 除 く こ と で 、 そ れ ぞ れ 簡 単 に
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 本 実 施 形 態 の 案 内 冶 具 ９ で は 、 両 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の 一 端 側 を 、 蝶 番 か ら な る 回 動
連 結 部 材 １ ５ で 回 転 可 能 に 連 結 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 両 半 円 筒 体
１ ３ 、 １ ４ の 他 端 側 と 同 じ く 、 両 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の 一 端 側 に も フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、 １
４ Ａ を 一 体 的 に 設 け 、 そ の フ ラ ン ジ 部 １ ３ Ａ 、 １ ４ Ａ を 一 本 の ボ ル ト か ら な る 締 結 部 材 １
６ で 締 結 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 両 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ に 設 け た 導 入 部 １ ２ を 切 り
欠 き １ ２ Ａ と し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ
を ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ に 導 き 入 れ る 機 能 を 有 し て い れ ば よ く 、 例 え ば 、 案 内
片 状 の も の で も よ い 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 上 記 本 実 施 形 態 の 案 内 冶 具 ９ で は 、 両 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の そ れ ぞ れ に 嵌 合 突 起
部 １ １ を 設 け て い る が 、 両 半 円 筒 体 １ ３ 、 １ ４ の い ず れ か 一 方 に の み 嵌 合 突 起 部 １ １ を 設
け る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 上 記 本 実 施 形 態 の 案 内 冶 具 ９ は 、 嵌 合 突 起 部 １ １ を 両 半 円
筒 体 １ ３ 、 １ ４ の 内 面 に 設 け て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 両 半 円 筒 体 １ ３
、 １ ４ か ら 外 方 に 延 在 さ せ る よ う に し た 突 起 体 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 上 記 本 実 施 形 態 の 接 続 方 法 で は 、 第 一 芯 綱 ２ の 周 り に 捩 り 合 わ せ た ８ 本 の 第 一 ス
ト ラ ン ド ３ か ら な る 第 一 ロ ー プ １ と 第 二 芯 綱 ５ の 周 り に 捩 り 合 わ せ た ８ 本 の 第 二 ス ト ラ ン
ド ６ か ら な る 第 二 ロ ー プ ４ と を 接 続 す る 場 合 に つ き 、 説 明 し た が 、 第 一 ス ト ラ ン ド ３ 及 び
第 二 ス ト ラ ン ド ６ の 数 が ８ 本 の も の に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 ま た 、 ス ト ラ ン ド 取 り 除
き 跡 溝 ７ 、 ７ Ａ を ２ 個 と し 、 か つ 、 切 り 残 し ス ト ラ ン ド ８ 、 ８ Ａ を ２ 本 と し て い る が 、 こ
れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 記 本 実 施 形 態 の 接 続 方 法 及 び 案 内 冶 具 ９ は 、 エ レ ベ ー タ ー の 主 ロ ー プ を 始 め 、 ガ バ ナ ー
用 ロ ー プ 、 コ ン ベ ン セ イ シ ョ ン 用 ロ ー プ な ど の 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 接 続 す る の に 、 特 に 好
適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 願 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 第 一 ロ ー プ と 第 二 ロ ー プ の 突 き 合 わ
せ 部 分 が 案 内 冶 具 に よ り 押 さ え ら れ て お り 、 し か も 、 そ の 案 内 冶 具 を 回 転 さ せ る こ と で 、
捩 れ の 癖 が つ い て い る 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 、 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 に 、 自 動 的 に 巻 き
込 ま せ る こ と が で き る た め 、 ロ ー プ 接 続 作 業 の 初 心 者 一 人 で あ っ て も 、 簡 単 に 第 一 ロ ー プ
と 第 二 ロ ー プ の 接 続 作 業 を 行 う こ と が で き 、 ロ ー プ 接 続 作 業 時 間 の 短 縮 化 を 図 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 本 願 の 請 求 項 ２ か ら ４ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 嵩 張 る こ と な く 、 取 扱 性 及 び 保 管 性 が
優 れ て お り 、 し か も 、 上 記 第 一 目 的 を 達 成 す る ロ ー プ 接 続 方 法 に 適 し て い る 構 造 簡 単 な 案
内 冶 具 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 跡 溝 を 形 成 し た ロ ー プ 端 部 に 嵌
合 さ せ た 案 内 冶 具 と 切 り 残 し ス ト ラ ン ド を 形 成 し た ロ ー プ 端 部 と の 関 係 を 説 明 す る 要 部 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 両 ロ ー プ の 突 き 合 わ せ 部 分 外 周 に 案 内 冶 具 を 嵌 合 さ
せ た 状 態 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 両 ロ ー プ の 突 き 合 わ せ 部 分 外 周 に 嵌 合 さ せ た 案 内 冶
具 の 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 案 内 冶 具 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 ロ ー プ 接 続 の 作 業 手 順 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 第 一 ロ ー プ
２ 　 　 第 一 芯 綱
３ 　 　 第 一 ス ト ラ ン ド
４ 　 　 第 二 ロ ー プ
５ 　 　 第 二 芯 綱
６ 　 　 第 二 ス ト ラ ン ド
７ 　 　 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 凹 部
７ Ａ 　 ス ト ラ ン ド 取 り 除 き 凹 部
８ 　 　 切 り 残 し ス ト ラ ン ド
８ Ａ 　 切 り 残 し ス ト ラ ン ド
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９ 　 　 案 内 冶 具
１ ０ 　 本 体 外 郭 部
１ ０ Ａ 　 空 間
１ １ 　 嵌 合 突 起 部
１ ２ 　 導 入 部
１ ２ Ａ 　 切 り 欠 き
１ ２ Ｂ 　 案 内 溝
１ ３ 　 半 円 筒 体
１ ４ 　 半 円 筒 体
１ ５ 　 回 動 連 結 部 材
１ ６ 　 締 結 部 材
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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